
特
別
講
演
①

｜
、
は
じ
め
に

横
浜
に
お
け
る
医
療
史
の
原
点
の
ひ
と
つ
に
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
戊
辰
戦
争
の
さ
い
、
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
に
よ
っ
て
閨
四
月
十
八
日

に
開
か
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
横
浜
軍
陣
病
院
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
久
保
利
謙
氏
が
昭
和
十
九
年
に
、
こ
の
病
院
の
発
足
に
つ
い
て
、
『
横
浜
沿
革
誌
』
と
そ
れ
を
種
本
と
し
た
「
横
浜
市

史
槁
』
（
以
下
「
史
稿
」
と
略
す
）
で
は
洲
干
弁
天
の
語
学
所
内
で
あ
り
、
一
方
、
『
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
」
（
以
下
「
日
記
」
と
略
す
）
や
「
復

古
記
』
で
は
野
毛
修
文
館
と
な
っ
て
お
り
、
全
く
符
号
し
な
い
点
を
指
摘
さ
れ
た
。
以
後
半
世
紀
を
へ
た
が
、
今
日
ま
で
こ
の
問
題
を
解
い

た
研
究
を
知
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
『
史
槁
」
政
治
篇
第
三
巻
の
分
析
、
Ｊ
・
Ｂ
・
シ
ッ
ド
ー
ル
の
報
告
書
、
「
日
記
」
の
再
読
等
か
ら
、
病
院
所
在
地
の
解
明
を
試

み
た
結
果
を
報
告
し
、
併
せ
て
病
院
の
実
態
に
つ
い
て
入
院
情
況
、
東
京
移
転
、
運
営
組
織
等
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

二
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
所
在
地
に
つ
い
て

「
横
浜
軍
陣
病
院
」
の
再
検
討

中
西
淳
朗

５ （5）



「
史
槁
」
政
治
篇
第
三
巻
五
九
四
頁
の
第
五
項
・
病
院
（
一
）
横
浜
病
院
の
条
に
お
け
る
記
述
配
列
が
非
常
に
奇
妙
で
、
病
院
の
発
足
に
関

し
て
墓
地
の
話
が
な
ぜ
真
先
に
出
る
の
か
疑
問
を
い
だ
い
た
。

〃
洲
干
弁
天
語
学
所
内
を
假
病
院
と
命
名
し
（
中
略
）
、
同
病
院
で
死
亡
し
た
兵
士
の
墳
墓
は
現
に
久
保
山
に
あ
っ
て
、
何
れ
も
其
墓
銘
に

「
卒
二
子
横
浜
病
院
一
」
と
刻
し
て
あ
る
〃
と
い
う
一
文
で
あ
る
。

そ
こ
で
西
区
元
久
保
町
の
久
保
山
共
葬
墓
地
の
官
修
墓
地
を
調
査
し
た
。
第
三
区
の
土
州
藩
の
墓
碑
五
基
、
第
五
区
の
長
州
藩
の
墓
碑
六

基
の
計
十
一
基
が
病
院
で
の
死
亡
者
で
調
査
対
象
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
①
碑
文
に
は
返
り
点
は
な
く
白
文
で
る
。
②
碑
文
と
冒
記
」
と
を
照
合
し
、
負
傷
月
日
、
負
傷
場
所
、
入
院
棟
、
死
亡
日
、

年
令
等
を
な
ら
べ
た
一
覧
表
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
埋
葬
さ
れ
て
い
る
兵
士
は
み
な
六
月
以
降
の
死
亡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
③
病
院
の

主
体
と
考
え
ら
れ
て
い
た
修
文
館
や
、
五
月
八
日
よ
り
使
用
さ
れ
た
元
勘
定
役
所
は
、
五
月
十
九
日
以
降
新
入
院
停
止
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
十
一
名
中
の
十
名
が
太
田
陣
屋
で
死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

以
上
の
如
く
、
両
藩
の
入
院
死
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
太
田
陣
屋
に
入
院
し
死
亡
し
て
お
り
、
洲
干
弁
天
の
語
学
所
と
は
何
の
関
係
も
な
い

こ
と
が
、
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
残
念
な
が
ら
「
史
槁
』
の
横
浜
病
院
に
関
す
る
記
述
は
当
を
え
て
い
な
い
。

『
史
槁
』
政
治
篇
第
三
巻
五
九
七
頁
か
ら
、
病
院
御
使
番
が
五
月
四
日
に
大
総
督
府
に
提
出
し
た
上
申
書
を
全
文
の
せ
て
あ
る
。
こ
の
上

申
書
を
、
大
鳥
蘭
三
郎
氏
は
昭
和
十
年
の
「
近
世
日
本
病
院
略
史
（
四
）
第
三
章
第
二
節
横
浜
病
院
」
に
引
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
鳥
氏
は
上
申
書
の
前
半
部
分
（
修
文
館
が
満
員
で
大
変
だ
）
に
だ
け
眼
が
向
い
て
い
た
よ
う
で
、
後
半
部
分
に
対
す
る
コ
メ
ン

ト
は
な
い
。
そ
こ
で
上
申
書
の
後
半
の
一
部
分
を
掲
載
す
る
。

ｂ
、
上
申
書
の
研
究
か
ら

ａ
、
官
修
墓
地
の
碑
文
を
め
ぐ
っ
て

（
イ
）
「
史
稿
」
の
研
究
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慶
応
二
年
正
月
に
野
毛
山
下
の
林
光
寺
下
に
建
て
ら
れ
た
修
文
館
（
旧
中
税
務
署
の
地
）
か
ら
二
マ
イ
ル
と
す
る
と
、
山
手
の
外
国
軍
駐
屯

地
を
こ
え
て
本
牧
山
中
と
な
り
、
当
時
民
家
は
な
い
。

慶
応
三
年
正
月
九
日
か
ら
徳
川
昭
武
が
修
文
館
を
本
陣
代
り
と
し
て
二
泊
し
て
い
る
の
で
、
史
料
未
発
見
な
が
ら
、
前
年
の
十
二
月
迄
に

野
毛
山
下
か
ら
修
文
館
を
山
上
に
移
転
（
現
在
の
老
松
中
学
校
の
地
）
し
、
改
修
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
野
毛
山
上
の
修
文
館
か
ら
ニ
マ

７

イ
ル
と
い
う
と
、
へ
ボ
ン
邸
の
一
劃
に
当
る
。
即
ち
シ
ッ
ド
ー
ル
は
ヘ
ポ
ン
邸
の
一
劃
を
、
山
手
を
含
め
た
居
留
地
の
中
心
と
考
え
て
い
た

占
小
に
あ
っ
た
と
聿
白
い
て
い
る
。

『
史
槁
」
並
に
『
横
浜
沿
革
誌
』
の
雷

総
会
の
一
般
口
述
三
五
番
で
報
告
し
た
。
）

こ
こ
に
出
て
く
る
旧
幕
兵
学
所
と
は
、

も
呼
ば
れ
た
。
即
ち
、
仏
国
人
が
慶
応
｛

う
返
事
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
｝

月
十
五
日
の
仏
国
公
使
書
翰
並
に
返
答
書
）

以
上
の
史
料
か
ら
、
洲
干
弁
天
境
内
（

判
二
及
ピ
候
処
、
右
／
場
所
之
儀

儀
二
付
尚
御
問
合
七
下
サ
ル
ペ
ク
候
″

明
し
た
。

（
口
）
Ｊ
・
Ｂ
・
シ
ッ
ド
ー
ル
の
報
告
か
ら

Ｊ
・
Ｂ
・
シ
ッ
ド
ー
ル
の
公
式
報
告
書
二
八
六
九
年
三
月
三
十
日
付
）
に
よ
る
と
、
修
文
館
病
院
は
外
国
人
居
留
地
か
ら
二
マ
イ
ル
の
地

ｊ

『
史
槁
」
並
に
『
横
浜
沿
革
誌
』
の
軍
陣
病
院
に
関
す
る
記
述
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。
（
誤
っ
た
理
由
の
一
部
は
、
第
九
二
回
日
本
医
史
学
会
７ｉ

〃
当
御
場
所
之
儀
至
ツ
テ
手
狭
故
、
此
頃
中
、
種
々
心
配
罷
在
り
、
既
二
、
旧
幕
兵
学
所
手
広
之
由
二
付
、
裁
判
所
へ
罷
出
、
井
関
氏
へ
篤
卜
談

及
ビ
候
処
、
右
／
場
所
之
儀
ハ
仏
人
へ
幕
府
ョ
リ
遣
シ
之
有
り
、
種
々
六
ヶ
敷
ク
差
ン
支
候
由
、
悉
細
寺
島
陶
蔵
士
毛
承
知
致
サ
レ
候
由
、
此
節
出
府
中
之

幕
兵
学
所
と
は
、
三
兵
教
育
を
し
た
横
浜
フ
ラ
ン
ス
語
伝
習
所
の
こ
と
で
あ
り
、
前
出
の
如
く
洲
干
弁
天
語
学
所
と

仏
国
人
が
慶
応
四
年
三
月
一
日
か
ら
幕
府
よ
り
伝
習
所
の
借
用
許
可
を
え
て
い
る
の
で
病
院
に
は
使
え
な
い
、
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
習
所
の
返
還
は
明
治
三
年
三
月
末
日
で
あ
っ
た
。
（
神
奈
川
県
史
料
第
六
巻
三
○
七
頁
・
三
年
三

洲
干
弁
天
境
内
の
フ
ラ
ン
ス
語
伝
習
所
を
軍
陣
病
院
に
利
用
す
る
政
治
情
勢
は
、
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
判



閨
四
月
十
八
日
の
開
院
後
、
一
ケ
月
の
間
に
修
文
館
、
元
勘
定
役
所
、
太
田
陣
屋
の
三
病
院
に
患
者
を
収
容
し
た
。
修
文
館
は
同
二
十
二

日
に
は
在
院
者
が
あ
ふ
れ
、
患
者
十
名
に
対
し
非
患
者
が
二
十
三
名
も
い
る
有
様
で
、
太
田
陣
屋
の
伝
習
長
屋
（
七
棟
十
三
大
部
屋
一
七
○
床

と
推
定
）
が
使
用
で
き
る
ま
で
こ
の
混
乱
は
続
い
た
。
五
月
末
か
ら
全
治
退
院
者
が
出
始
め
た
も
の
の
、
グ
ラ
フ
を
作
っ
て
み
る
と
、
入
院
患

者
数
は
九
月
二
十
四
日
（
会
津
若
松
城
開
城
後
三
日
目
）
ま
で
上
昇
線
を
画
い
て
い
る
。

第
九
二
回
の
総
会
に
、
御
使
番
詰
所
は
修
文
館
病
院
と
離
れ
た
地
点
に
あ
っ
た
と
思
わ
す
記
事
が
、
『
日
記
」
前
半
に
認
め
る
点
を
報
告
し

た
。
そ
の
後
、
詰
所
に
つ
き
『
日
記
』
以
外
の
史
料
か
ら
検
討
を
加
え
た
。
し
か
し
、
分
離
説
を
展
開
す
る
紙
数
が
な
い
の
で
割
愛
す
る
。

以
上
の
如
く
、
詰
所
（
受
附
所
？
）
の
論
議
を
除
い
て
も
、
軍
陣
病
院
の
最
初
の
所
在
地
は
野
毛
山
上
の
修
文
館
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
に

達
し
た
。

情
報
が
流
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
託

（
ハ
）
「
日
記
」
の
再
読
か
ら

そ
の
三
日
後
、
シ
ッ
ド
ー
ル
ら
の
慰
労
宴
会
を
開
き
、
十
月
一
日
よ
り
東
京
大
病
院
の
会
計
係
と
移
転
事
務
接
渉
が
行
わ
れ
た
。
同
月
三

日
よ
り
東
京
へ
の
計
画
的
差
送
り
作
業
が
は
じ
ま
り
、
正
式
な
布
告
は
遅
れ
て
十
月
十
一
日
で
あ
る
。
同
月
二
十
一
日
の
閉
院
ま
で
の
差
送

東
京
大
病
院
が
七
月
二
十
三
日
に
開
か
れ
、
直
ち
に
移
転
が
始
ま
っ
た
様
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
『
日
記
」
を
読
む
限
り
で
は
、
九
月
一

日
に
近
々
移
転
と
職
員
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
九
月
二
十
三
日
の
入
院
患
者
の
中
に
若
松
城
攻
撃
で
負
傷
し
た
兵
士
が
お
り
、
近
日
開
城
の

三
、
軍
陣
病
院

（
イ
）
入
院
情
況

（
口
）
東
京
移
転

軍
陣
病
院
の
実
態
に
つ
い
て

シ
ッ
ド
ー
ル
が
報
告
書
を
か
い
た
翌
年
、
へ
ボ
ン
邸
の
一
劃
に
入
る
六
七
番
で
開
業
し
た
事
実
に
よ
る
。

（8） 8



「
横
浜
軍
陣
病
院
」
は
、
ま
ず
野
毛
山
上
の
修
文
館
で
の
設
営
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
洲
干
弁
天
の
語
学
所
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
な
お
、

今
日
ま
で
明
ら
か
で
な
か
っ
た
病
院
の
実
態
に
つ
い
て
略
記
し
た
。

（
横
浜
市
・
中
西
医
院
）

ｂ
、
医
師
団
五
月
二
十
六
日
よ
り
頭
取
制
が
ひ
か
れ
、
頭
取
（
初
代
・
薩
州
・
有
馬
意
達
）
、
次
席
医
、
御
雇
医
、
御
雇
手
伝
、
各
藩
医
、

見
習
医
の
順
で
、
五
十
四
名
前
後
の
医
師
が
い
た
。

Ｃ
、
事
務
局
中
央
の
大
総
督
府
や
、
神
奈
川
裁
判
所
等
と
連
絡
を
と
る
御
使
番
と
、
経
理
面
の
管
理
を
す
る
会
計
方
が
い
た
。
御
使
番

は
五
月
十
八
日
に
教
師
館
へ
引
越
し
て
来
た
。
目
付
役
と
し
て
陣
屋
詰
軍
監
が
大
総
督
府
か
ら
出
張
し
て
来
て
い
る
。

通
達
等
は
廻
状
の
外
、
口
頭
、
掲
示
を
も
っ
て
三
病
院
毎
に
行
わ
れ
た
。

り
患
者
は
計
一
九
三

（
ハ
）
運
営
組
織

１
、
一
馬
苛
可
‐
Ｆ
槌
「
ゴ

た
○グ

ヒ

四
、
ま
と
め

医
局
太
田
陣
屋
の
教
師
館
の
中
二
階
に
五
月
二
十
二
日
よ
り
医
局
を
開
き
、
毎
朝
九
時
に
医
員
が
集
合
し
、
治
療
打
合
せ
を
行
っ

九
三
名
で
あ
っ
た
。
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